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まちづくりへの住民の主体的な参画を実現するためには，地域の社会・空間の形成史や現代のコミュニ

ティの特徴を丁寧に把握した上で，それに基づく住民の地域認識や地域への帰属意識を考慮し，地域の特

徴を計画の内容や参加のプロセスに反映することが重要である．本研究では歴史的な独自の空間や文化・

コミュニティを保存する一方で高度成長期以降の急激なインフラ整備・地域骨格の改変を経験した隠岐の

島町西郷港周辺地区の4町を対象とし，空間的な地域形成の歴史からみた各町の特徴，また西郷港周辺地区

全体の空間構造の変遷を明らかにし，計画反映に向けて住民の地域認識と対照する際に考慮すべき点につ

いても明らかにした．	
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１．はじめに 
	

(1)背景 

近年，まちづくりへの住民の主体的な参画への社会的

要請が高まっている．これを実現するためには，地域の

社会・空間の形成史や現代のコミュニティの特徴を丁寧

に把握し，それに基づく住民の地域認識や地域への帰属

意識と適切に対照した上で解釈し，地域の特徴を計画内

容や住民参加の手法に反映することが重要と考えられる．	

本研究は，島根県隠岐の島町の中心地域である西郷港

周辺地区を研究対象とする．本地区は近世村を起源とす

る4つの町からなる地域である．4町はそれぞれ山や川と

いった自然地形によって隔てられるため，近世以前から

の歴史を持つ町の骨格が現在まで保存されている．近年

の行政によるまちづくりの計画においても，「みち」「か

わ」「台地」といった自然の空間構造についての理解を

基にまちづくりを行ってゆく姿勢が見られる．また空間

的構造のみならずコミュニティや生業に関しても，4つの

町は比較的独立した状態で発展してきた歴史を持つ1)．

こうした背景の下で，4町の住民の地域認識や地域への帰

属意識に関しても，町の形成史への理解や，歴史の中で

形成された地域行事，サロン活動等の地域活動に影響さ

れ，4町それぞれの独立性と特徴を持つことが予想される．	

一方で，隠岐は1953年の離島振興法制定以降の離島振

興政策の影響もあり，道路や宅地開発等のインフラや公

共施設の整備が，特に1960年代，70年代に急激に起こっ

ている．こうした都市空間の整備は近世以前からの住民

の生活や生業，地域活動を変化させ，少なからず地域認

識や地域への帰属意識に影響を与えると考えられる．	

近年，西郷港周辺地区では少子高齢化や中心市街地の

衰退に対する施策として，それぞれの歴史を持つ4町にま

たがる地域の中心を作り出し，交流機能を強化するため

の公共施設や都市空間の再編が行われようとしており，

計画策定においては住民参加も積極的に取り入れられて

いる．上記のような背景を持つ対象地域において主体的

な住民参画を推進するためには，各町の近世以来現在ま

での地域の空間構造の変遷を通時的に把握し，それとと

もに変遷した歴史的なコミュニティのあり方を丁寧に把

握した上で，現在の地域住民の地域に対する認識や地域

への帰属意識を適切に解釈し，地域の特徴を計画内容や

住民参加のプロセスに反映する必要がある．	

 

(2)目的 

以上を踏まえ，本研究は隠岐の島町西郷港周辺地区を

対象とし，住民の地域認識，地域への帰属意識との対照・

分析の前提となる地域形成史を記述し，またその特徴か

ら，形成史を認識と対照する際に考慮すべき点について

明らかにすることを目的とする．特に道路や市街地の形

成年代，また重要な公共施設の整備の歴史に着目して，

4町からなる対象地域の歴史的な空間構造の変化を明ら
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かにし，認識との対照・分析に向けた知見を得る．	

	

(3)手法 

国土地理院発行の旧版地図，空中写真等を用いて対象

地の空間（主要街路と市街地）形成史を整理し，面的な

歴史的景観特性のアセスメント手法であるHLC(Historic	

Landscape	Characterization)の手法を簡易的に用い，都

市空間の大まかな構造の変遷を明らかにする．また対象

地域の空間構造に影響を与えるインフラや公共施設の整

備の歴史を行政の資料等を用いて整理し，対象地域の4町

のより詳細な都市構造の変化を明らかにする．使用した

主な文献資料，図面資料を表-1，表-2に示す．表-2中『隠

岐三町略図面』は作成年不詳だが，資料中の陣屋施設へ

の言及から江戸期の作成であることが推定できる． 

 

(4)既往研究と本研究の位置づけ 

a)地域住民の地域認識について 

地域住民による生活空間の認識を対象とする研究には，

空間に紐づいた景観価値を研究対象とし，地図に基づい

た場所への愛着の尺度と景観価値の関係を明らかにした

Brownの研究2)等がある．	

b)地域認識・帰属意識と社会・空間形成との関係 

日本の伝統的村落における空間に対する住民の認識を

扱う領域に村落空間論がある．福田3)，市川4)は，伝統的

集落では地域の境界や中心に関する空間認識に生業や信

仰，地域活動の社会的単位等に関する地域社会の特徴が

表れることを指摘している．山本ほか5)はこうした知見

を基に，複数集落を対象とし，各集落の社会・空間の形

成史から地域住民の空間認識を解釈し，地域の境界に対

する認識の要因を明らかにした．また地域の中心に関す

る認識から地域活動の運営を担うコミュニティの単位や，

関連する施設の場所性を読み取れる可能性を指摘した．

以上の既往研究から，集落の空間形成と認識を対照し地

域社会の特徴を解釈するとき，地域の中心や境界につい

ての認識を把握することが有効であることがわかる．	

また，まちづくりへの住民参加において，社会的・空

間的な地域形成の特徴を明らかにした上で，地域住民が

帰属意識を持つコミュニティ単位を把握することの重要

性を示した研究に福島ほか6)の研究がある．この研究で

は東日本大震災で被災した2地区を対象とし，コミュニテ

ィ形成史の特徴を整理した上でそれぞれの地区の復興プ

ロセスと住民参加の特徴を分析し，コミュニティ単位の

構造を把握しその特徴に沿って計画策定における住民参

画の場を設定することの重要性を指摘している．	

c)地域形成史の評価・可視化手法に関する研究 

本研究で簡易的に用いる面的な歴史的景観特性のアセ

スメント手法，HLCは，ランドスケープの歴史的特性の評

価手法としてイングリッシュ・ヘリテージによって1999

年までに確立された手法である7)．もともと田園地域の

景観を評価するための手法として確立されたが，市街地

や街路の形成年代特定と可視化のための手法としても使

われている8)．本研究では地籍図等の代替として旧版地

図や空中写真を用いて市街地や街路の変遷を評価する． 

d)隠岐の島町を対象とした研究 

今回の研究の対象である隠岐の島町を対象とした研究

には，田中による地理学的研究9)や，小坂による研究10)な

どがある．隠岐の島町でのまちづくりや観光を対象とし

た研究には，大学院生の現地でのまちづくり活動をソー

シャル・キャピタル論等の社会学的枠組みで整理した島

田ほかの研究11)や，隠岐旅工舎を対象として，着地型観

光の可能性について論じた小林の研究12)がある．	

e)本研究の位置づけ 

以上の既往研究を踏まえ，近世村由来の歴史的な地域

性を持つ4町が近接して一つの地域を作り上げる隠岐の

島町西郷港周辺地区において，住民の地域認識，地域に

対する帰属意識を適切に解釈し各町の特徴を計画策定に

反映することを見据え，中心や境界をはじめとした地域

の広がり方に着目して地域の空間形成史を通時的に記述

し，形成史を認識と対照する際に考慮すべき点について

明らかにすることが本研究の意義である．	

	

	

２．隠岐の島町西郷港周辺地区の形成史 

	

(1)島根県隠岐の島町の概要 

島根県隠岐の島町は，日本海に位置する隠岐諸島の主

島である島後の全域を占める自治体で，人口は13,641人

（令和4年7月末時点）である．	

表-1 使用した主な文献資料 

表-2 使用した主な図面・写真資料	

 276



	

先史時代の遺跡としては縄文時代前期の遺跡があり，

また隠岐で産出された黒曜石が日本各地の縄文遺跡から

出土している．中世においては後鳥羽上皇や後醍醐天皇

の配流地となったことが有名である．近世においては後

述するように北前船の寄港地として栄えた歴史を持つ．	

町の特徴ある産業としては漁業が挙げられる．隠岐近

海は対馬海流の影響を受けた好漁場となっており，近世

においては対中国の輸出品である長崎俵物の産地となる

など，町にとっての歴史ある基幹産業となっている．	

また，特異な地質現象，独自の生態系，黒曜石を媒体

とした交流によりもたらされた文化の継承などが評価さ

れ，2013年に全域が世界ジオパークに認定されている13)．	

 

(2)西郷港周辺地区の概要と歴史 

a)西郷港周辺地区の概要 

今回の研究対象である西郷港周辺地区は近世以前から

島後ならびに隠岐諸島の政治・経済的な中心として発達

した地域である．現在も本土や島前とを結ぶ旅客船が就

航する西郷港が位置し，図書館や裁判所，隠岐支庁など

も位置する隠岐の島町並びに隠岐諸島の中心地区である．	

なお本研究で西郷港周辺地区と称する範囲は，近世の

矢尾村，目貫村，東郷村宇屋町，指向の4つの地域に由来

する範囲であり，現在の隠岐の島町西町，中町，東町，

港町のそれぞれ一部である（図-1）．  

b)西郷港周辺地区の歴史と空間の変遷 

西郷港周辺地区と島後に関する年表を表-3に示す．ま

た，旧版地図と過去の空中写真を用いて，西郷港周辺地

区の街路形成年代と市街地の大まかな形成年代を明らか

にしたのが図-2である． 

隠岐は1638(寛永15）年に全体が幕府により天領とされ

てから，以後近世の間を通して松江藩預地の天領だった．

西郷には陣屋がおかれ隠岐の政治上の中心地となった．	

近世末期の文政期ごろになると沖乗り航路が北前船の

主要航路となり，南東に開いた湾に位置する西郷は風待

ちの港として栄えた．隠岐では北前船に誘発される形で

発展した出雲や伯耆など対岸の本土との廻船商売や，長

崎への対中国の輸出品の輸送など，小規模な廻船業が発

達し経済が発展した．また，北陸や大阪の民謡や祭りが

地域に根付くなど文化面でも北前船の影響は大きかった．		

1892(明治25)年に西郷を訪れたラフカディオ・ハーン

は『日本瞥見記』の中で，「西鄕の町は，少からず自分

を驚かした．大きい漁村に過ぎないと思つて居たのが，

實際に來て見ると，境港よりも，一層大きく，且つ奇麗

で，どの點を見ても繁華である」14)と記しており，北前

船の寄港地となったことの経済・文化的な影響が窺える．

西郷は明治30年ごろまで北前船の風待ち港として栄えた．	

1953(昭和28)年に離島振興法が成立すると，隠岐は第

一次指定を受け基盤整備が推進された．これにより西郷

港周辺地区のインフラや都市空間は大きな変容を遂げた．

主なものを挙げれば，西郷の港湾・漁港整備，幹線道路

整備などである．港湾整備においては，旅客埠頭，海上

保安庁埠頭，木材埠頭，工業製品を扱う埠頭などに機能

図-1 西郷地区の町の位置と近世村落の範囲（基盤地図情報をベースに加筆．町・大字，小字・町丁の範囲は地図マピオン

(https://www.mapion.co.jp)より．近世村に相当する範囲は隠岐三町略図面(表-2参照)より．）	
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分化が起こり，湾内の各地に埠頭が建設された．また海

岸の埋め立てが進み，港町の西郷漁港から中町のフェリ

ーターミナル前を経て東町をトンネルで貫き東郷方面に

至る臨港道路が整備され，海岸線の形も大きく変化した．	

また高度成長期には年を追うごとに内陸部へと市街地

が拡大している．図-2からは，戦後すぐまでは近世村の

範囲に埋立地を加えた部分のみが市街地となっているが，

1960年代から1970年代にかけて西町の吉田，隣接する城

北町や栄町で市街地化が急速に進行する様が見て取れる．		

近年では高度成長期以降に建設された公共施設の老朽

化や，中心市街地の衰退，少子高齢化が進む地域の交流

拠点の創出等の課題から，公共施設の再編が計画，実施

されている．主なものを挙げれば，2020(令和2)年に完成

した町役場の庁舎や，ユネスコ世界ジオパークの拠点施

設ジオゲートウェイなどである．		

 

(3)西郷港周辺地区の四町の形成史と性格 

西郷港周辺地区を構成する近世村由来の4つの町につ

いて，インフラと公共施設の整備の歴史に着目して，形

成史と地域の性格を示す．	西郷港周辺地区と島後のイン

フラ，公共施設整備の過程を図-3に示す．	

a)西町 

八尾川と大城山に挟まれた近世の矢尾村の範囲と，高

度成長期以降に市街地化した吉田，名田から成り立つ地

域である．近世の陣屋は現在のフェリーターミナルに程

近い位置にあり，明治以降の島庁・支庁，西郷町役場な

ども付近におかれ，1950年代ごろまでは政治上の中心地

の性格を持つ地域であった．しかしこうした施設は1960

〜1970年代にかけて郊外や埋立地で急速に市街地化が進

むのに合わせ，西町から移転した．例えば近世の陣屋か

ら郡役所，島庁，支庁と名称を変えながらも同じ位置に

あり続けた隠岐の政治上の中心施設は，1969(昭和44)年

に完成した港町の埋立地にある島根県隠岐合同庁舎に移

った．島庁の向かいにあり1907(明治40)年に建築された

西郷町役場は，1972(昭和47)年に城北町日記に移転し（こ

の後町村合併により西郷町から隠岐の島町に改称），

2020(令和2)年にさらに内陸部の下西に移転した．このよ

うな経緯を経て，西町の西郷，島後における政治の中心

地としての性格は薄まっていると言える．一方で戦後に

本格的に市街地化した西町吉田には図書館，文化会館，

武道館といった文化施設が集中して立地している．	

b)中町 

概ね近世の目貫村の範囲と，宇屋川の上流域から成り

立つ，大城山と宇屋川に挟まれた地域である．西郷港が

位置し，町の骨格となる目貫通りは高度成長期の頃には

県内屈指の賑わいを見せた15)．高度成長期においては臨

港道路の整備と旅客埠頭，旅客ターミナルの整備の影響

が大きい．近年では西郷港の旅客埠頭，フェリーターミ

ナルの整備，またジオゲートウェイ，ポートプラザなど

の施設が整備され，隠岐の島町の玄関口，観光拠点とし

ての性格をより強くするようになっていると言える．	

c)東町 

概ね近世の東郷村宇屋町の範囲と，西郷湾岸の地域か

ら成り立つ地域である．宇屋川の左岸に広がり，漁業集

落としての性格が特に強い地域であった．明治以降，西

表-3 西郷港周辺地区と島後の近世以降のできごと 
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郷湾岸に沿って北へと集落が形成され，戦後には海上保

安庁の埠頭が整備されるなどの変化が起こったが，他の

3町に比して空間の変化は大きくない．		

d)港町 

八尾川右岸の河口部の砂洲を埋め立ててできた市街地

で，近世は指向と称した．安政期（1854〜1860年）ごろ

から本土，島前，島後の山間部からの入漁者が移住して

開拓，定住した集落であり，他の3町に比して市街地とし

ての歴史は浅い．戦前までに現在の臨港道路より内陸側

の範囲ではほぼ市街地化が完了しており，現在でも木造

住宅が密集する市街地となっている．高度成長期におい

ては臨港道路とその外側の埋立地が整備され，現在では

隠岐合同庁舎等の官公庁施設が立地する地域となってい

る．近年まで埋め立てによって拡大を続けてきており，

基盤整備の影響を最も強く受けている地域と言える． 

	

	

３．対象地の空間構造の変容と認識との対照 

	

(1)西郷港周辺地区の都市整備の時期 

西郷地区の3町の都市空間構造の変遷を表した模式図

が図-4である．前章に述べた対象地域各町のインフラ・

施設整備は，西郷港周辺地区全体の空間構造の変遷とい

う観点から3つの時期に大別できる．	

a)第1期：近世の空間構造の継承 

明治から大正期にかけては，西町の島庁・町役場周辺

を中心として，官公庁や学校などの施設が整備された．

この地域は近世の陣屋跡付近の地域であり，近世からの

行政の中心が近代初期においても行政上の中心として整

備されたと言える．また市街地も，指向（現港町）で埋

立地の拡大とそれに伴う市街地の拡大はあったものの，

内陸部への市街地拡大は限定的であり，基本的には近世

の都市骨格を引き継いだ状況であった．また前述の通り

明治30年ごろまでは西郷は近世末期同様北前船の寄港地

として栄えた．この点でも，この時期の西郷の構造は近

世末期のそれと大きな変化はなかったことが推測できる．	

b)第2期：大規模なインフラ整備と市街地の拡大 

第2期は高度成長期以降の整備である．この時期には離

島振興政策が推進され，道路や港湾をはじめとした広域

インフラの整備と，庁舎や学校などの公共施設の郊外移

転が相次いだ．西郷港周辺地区に隣接する城北町や栄町

で市街地化が急速に進み，郊外化が一気に進展した．	

c)第3期：公共空間の再編 

第3期は平成20年ごろ以降の整備である．高度成長期に

新築されたストックの老朽化と，中心市街地の衰退，過

疎化が問題となり，観光拠点でもある中町のフェリータ

ーミナルを中心とした地域の公共施設の再編が行われた．	

(2)各コミュニティの構造の変遷 

一方で微視的に各町を見ると，第2期以降の整備におい

ても，町の境界は郊外の市街地化により広がっているも

のの，それぞれの町の地域活動の中心はあまり変化がな

いことが見て取れる．	

そもそもこれまで着目した公共施設は近世村の範囲の

端部にあるものが多い．近世からの政治の中心地であっ

た陣屋・島庁周辺は，西町の端部，中町との境界に近い

地域である．フェリーターミナル周辺の施設も近世には

存在しなかった埋立地に整備されている．また道路や港

図-4 西郷港周辺地区の空間構造の変遷	
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湾などのインフラ整備も近世村の外側での整備である．	

各町の神社は現在でもコミュニティの中心となってお

り，港町を除いては各町の集会所も神社に近接する位置

にある．本研究では十分に調査できなかったため言及し

ないが，近世村の単位は現在の1つまたは複数の自治会単

位に置き換えられて保存されており，そうした単位での

地域活動の拠点となっているのは各町の住民の氏神であ

る神社であり，またその神社に隣接する集会所である．	

	

(3)地域認識との対照に向け考慮すべき点 

a)地域認識と複層的な地域構造の変遷の対照 

計画反映に向けて地域社会の特徴を捉えるとき，地域

の中心や境界に関する認識の把握と，地域形成や現在の

コミュニティのあり方から見たその解釈が有効であるこ

とは1章4節b項に述べた．	

本研究の対象地は近世村を由来とする各町のまとまり

と，隠岐の島町・島後の中心たる性格を持つ西郷港周辺

地区という大きなまとまりの2つの階層を持った地域で

ある．前2節で述べた通り前者についてはその中心が近世

からあまり変化せず境界は外側へ拡大し，後者について

は中心が都市整備の時期を経るにつれて変化している．

こうした地域における住民の地域認識を解釈・分析する

とき，認識の理由となる地域活動の範囲などに十分留意

し，巨視的な都市構造の変化と，近世コミュニティに由

来する現在の各町ないしより細かい小字・町丁単位での

コミュニティのあり方に対してどのように対照し，解釈

すべきかを検討する必要がある．	

b)都市整備時期と住民の居住・生活歴の対照 

上述のように，対象地は大きく3期に分けられるインフ

ラ整備・都市の骨格の変化を経験した．このことから，

地域住民の地域認識を解釈・分析する際に，その住民の

居住・生活歴と都市整備の時期を対照し，考慮に入れる

必要がある．都市整備のそれぞれの時期を経験している

か否か，また実体験はなくとも知識として知っているか

否かが，地域認識に対して影響を与えると考えられるた

めである．	

 

 

４．おわりに 

	

(1)本研究の成果 

本研究では，対象地域の市街地化やインフラ・施設整

備の歴史に着目し，4町におけるそれぞれの空間形成史と，

西郷港周辺地区全体の空間構造の変容の実態を明らかに

した．また，その結果から，地域住民の地域認識と対照

し解釈する際に考慮すべき点について明らかにした．	

	

(2)今後の課題 

本研究ではインフラ整備や市街地形成の歴史など，空

間的な地域形成の歴史についてのみ明らかにした．今後

は自治会活動やお祭り，サロン活動などの地域活動の実

態と歴史的な変遷を把握した上で，地域住民による地域

認識や地域への帰属意識を分析することで，西郷港周辺

地区全体での計画策定における主体的な住民参加に対す

る知見を得ることを目指したい．	
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